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対象に京都プロトコルが採択され、当時の日本は 2008-2012 年に 1990 年比で 6％炭酸ガスを削減と約束
しました。当時欧米の環境運動家たちは化石燃料から太陽光、風力のような再生エネルギーへの転換を












今年は 21 世紀に入って 18 年。世界のエネルギー環境問題は解決されたでしょうか？もしそうならエ
ネ科は最早不要です。しかし国連の COP会議は京都以降もまだまだ続いています。現在は世界的な平
均気温上昇を、産業革命以前に比べ 1.5 ～ 2℃程度に低く抑えるべきと目標をより厳しくし、先進国だ
けでなく開発途上国も加わって温暖化防止に取組むための世界の新しい約束が 2015 年 12 月の COP21
でパリ協定として採択されました。その後異例の速さで各国がパリ協定を批准し、わずか 1年で多国間
条約として発効しました。







に呼応し資源エネルギー庁は 2010 年当時のエネルギー基本計画では 2030 年目標で、原発と再生エネル
ギーの比率を双方とも 40％と高め設定。これにより地球温暖化ガス排出抑制の国際約束を達成と宣言し
ました。





達成できませんでした。3年毎に見直されるエネルギー基本計画も 2014 年見直しでは 2030 年目標で原








りにしたままで 2011 年 3 月 11 日を迎え、津波による浸水で制御不能になって 4台の原発が連鎖的に爆
発したのです。ここで何故東電は福島原発の巨大地震・津波対策をなおざりにしたのか？私は考えます。
科学は不断に知識を拡大し、技術を進歩発展させて生活を豊かにする一方、様々な副作用が生じる。
そこで科学技術の進歩がどんな副作用をもたらすかこれを検討し、人間社会にとって最も効果的な対策
を評価し導入する。科学の進展に応じ、このサイクルを反復し改良に努める。しかし人間社会の政治プ
ロセスには様々なステークホルダーが関与し、認知バイアスの存在や社会的パワーによって合理的な問
題解決が往々にして妨げられる。東電福島事故の背景、過日の日本の原子力規制にはそのような政治プ
ロセスがネガテイブに働いた。
その政治的プロセスとは次のようなものです。原子炉メルトダウンのような重大事故の防止には、（1）
設計上の想定を越える極端な状況を仮定しないといけない、（2）極端な状況での原子炉の振舞いを解明
し、その予測や防止手段を開発しなければならない、（3）原子炉の周辺環境に放射能が大量に放出され
る事態の防災対策まで検討しなくてはならない。これの研究開発には大変時間と費用が掛かるという財
政的な問題があるが、さらに原発ではこういう重大事故が起こりうると社会に知れわたると原子力推進
が困難になる。このような人文社会系の視点が強く働いた結果、「日本の原発技術は高いので重大事故
は起こらない」という安全神話を立て、上述の（1）、（2）、（3）の理系的な視点の研究開発は政策的に
抑制されたのです。
勿論福島事故後、我が国では原子力の規制方針を厳しくし、（1）、（2）、（3）の難問を克服した原発は
再稼働を始めていますが、54 基の原発すべてが再稼働できるわけにいきません。これが現在の日本が地
球温暖化防止への取組みの国際的約束を果たすためのエネルギー基本計画が立てられない事態を招来し
ています。エネルギー環境問題のような難問解決には、“理系に人文社会系の視点の取込む” だけでは片
手落ちで、実は “理系と人文社会系が相互の視点を理解し、相乗効果を活かして問題解決する” ことが
求められるのではないでしょうか。
